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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モジュラ無線通信モジュールであって、
　プロセッサ及びメモリに接続されたトランシーバと、
　前記プロセッサに接続されたインターフェイス・ブロックと
　を備え、前記プロセッサは各々異なるユーザ・インターフェイスを有する複数の脱着可
能なホスト・デバイスの中の、少なくとも一つから受信する識別信号に従って動作するよ
うにプログラムされており、前記プロセッサは、脱着可能なホスト・デバイスのユーザ・
インターフェイスを、該ユーザ・インターフェイスを識別する前記識別信号に基づいて制
御するように構成されている、モジュラ無線通信モジュール。
【請求項２】
　モジュラ通信システムであって、
　プロセッサ及びメモリに接続されたトランシーバ、及び前記プロセッサに接続された第
１インターフェイス・ブロックを有するモジュラ無線通信モジュールと、
　電源、ユーザ・インターフェイス、及び第２インターフェイス・ブロックを有する脱着
可能なホスト・デバイスと
　を備え、前記ホスト・デバイスは異なるユーザ・インターフェイスを有する複数のホス
ト・デバイスの中の一つであり、前記プロセッサは、前記第１インターフェイス・ブロッ
クが特定のホスト・デバイスの第２インターフェイス・ブロックを認識する場合に、異な
るユーザ・インターフェイスを制御するように構成されている、モジュラ通信システム。
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【請求項３】
　モジュラ無線通信モジュールであって、
　プロセッサ及びメモリに接続されたトランシーバと、
　前記プロセッサに接続されたインターフェイス・ブロックと
　を備え、前記プロセッサは各々異なるユーザ・インターフェイスを有する複数のホスト
・デバイスの中の、少なくとも一つから受信する識別信号に従って動作するようにプログ
ラムされており、前記プロセッサは、ホスト・デバイスのユーザ・インターフェイスを、
該ユーザ・インターフェイスを識別する前記識別信号に基づいて制御するように構成され
ており、
　前記モジュラ無線通信モジュールは、さらに、
　前記プロセッサに接続され、前記複数のホスト・デバイスの中の特定のホスト・デバイ
スに関連するコンテントを表示するディスプレイを備える、モジュラ無線通信モジュール
。
【請求項４】
　前記プロセッサは、特定のホスト・デバイスに一度接続された特定のホスト・デバイス
の動作を制御する、請求項３に記載のモジュラ無線通信モジュール。
【請求項５】
　前記モジュールは、前記トランシーバに接続されたアンテナを更に備える、請求項３に
記載の無線通信モジュール。
【請求項６】
　前記複数のホスト・デバイスの中の特定のホスト・デバイスが、ストレート型携帯電話
、折り畳み型携帯電話、腕時計型通信機、カメラ電話、ビデオ電話、ｑｗｅｒｔｙキーボ
ードつきのホスト・デバイス、ペンダント型ホスト・デバイス、ＭＰ３プレーヤ・スポー
ツ・デバイス、心拍数モニタ、ゲーム・コントローラ・ホスト、玩具、乳母車、ベビーベ
ッドのグループから選択される、請求項３に記載のモジュラ通信システム。
【請求項７】
　複数の異なるホスト・デバイスの中のモジュラ無線通信モジュールを再利用する方法に
おいて、前記モジュールはディスプレイと、該ディスプレイに接続されたプロセッサとを
有し、前記方法は、
　第１ユーザ・インターフェイスを有する第１ホスト・デバイスに、前記モジュラ無線通
信モジュールを選択的に接続すること、
　前記モジュラ無線通信モジュール内のプロセッサが前記第１ホスト・デバイス及び前記
ユーザ・インターフェイスを制御可能となるように、前記第１ホスト・デバイスを認識す
ること、
　前記プロセッサが、前記ディスプレイに前記第１ホスト・デバイスに関連するコンテン
トを表示させること、
　第１ユーザ・インターフェイスとは異なる第２ユーザ・インターフェイスを有する少な
くとも第２のホスト・デバイスに、前記モジュラ無線通信モジュールを選択的に接続する
こと、
　前記モジュラ無線通信モジュール内の前記プロセッサが前記第２ホスト・デバイス及び
第２ユーザ・インターフェイスを制御可能となるように、前記第２ホスト・デバイスを認
識すること、
　前記プロセッサが、前記ディスプレイに前記第２ホスト・デバイスに関連するコンテン
トを表示させること
を備える方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は一般的に通信デバイスに関し、特に異なるインターフェイスを有するデバイス
と共に使用するための脱着可能な通信モジュールに関する。
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【背景技術】
【０００２】
　消費者は今日、携帯通信能力を付加することによって強化された、多くの独立型デジタ
ル・デバイス及び他のアイテムを所有する。最近の傾向はデジタル・デバイスに携帯通信
機能を組み込んでいることである。情報携帯端末（ＰＤＡ）並びに現在のデジタルカメラ
及びビデオ・レコーダは携帯電話の機能を組み込んでいる。例えば、デジタルカメラは無
線データ通信を利用して、同様のデバイスを有する他の人々又は電子メール・アカウント
を所有する誰とでも写真を共有することができる。携帯電話デバイスを組み込まれ、ジョ
ギング又は運動している間、ユーザの腕に装着されたＭＰ３プレーヤは、音楽を聴くこと
ができるデバイスそのもので、ユーザが電話をかけたり受けたりすることを可能にする。
【０００３】
　これまで機器製造業者から提示された解決法は、望ましい機能を付け加えて組み込むこ
と、又はアクセサリを提供して電話機につなぐこと、のいずれかにより携帯電話を大きく
することである。このアプローチに伴う問題は、組み合わされたデバイスにより提供され
るタスク又は働きのために、意図された利便性を妥協し、且つ犠牲にすることである。ゲ
ームをすることができる携帯電話は、やや小さな画面及び使いづらいユーザ・インターフ
ェイスを、通常有する。逆に、電話を組み込まれた携帯ゲーム機器は、ユーザにとってあ
らゆる状況で適切でないかもしれない、制限された機能を有する専用デバイスを形成する
。これら両方ともユーザに十分な柔軟性を提供しない。
【０００４】
　更に、携帯通信によって便利になる可能性がある、携帯デジタル電子機器以外の数多く
の別のアイテムが存在する。例えば、玩具、ベビーベッド、病院用ベッド、移動式ベッド
及び乳母車は、介護者に重要な情報を提供したり、このようなアイテムの利用者に教育情
報を提供したりするという意味で、携帯通信によって便利になる可能性がある。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明に従うモジュラ通信モジュールは、異なるユーザ・インターフェイスを有する異
なるホスト・デバイス上での利用に適用できる。更に、そのようなモジュールは、エレク
トロニクス又は通信部品を従来含まなかった製品で利用し得る。
【０００６】
　本発明の１つの実施形態では、モジュラ通信モジュールは、プロセッサ及びメモリに接
続されたトランシーバと、前記プロセッサに接続されたインターフェイス・ブロックを含
むことができる。前記プロセッサには、各々異なるユーザ・インターフェイスを有する複
数のホスト・デバイスの中の、少なくとも一つから受信する識別信号に従って動作するよ
うにプログラムされることができる。前記モジュールは、デジタル信号プロセッサ及び前
記プロセッサに接続されたディスプレイだけでなくアンテナを更に含むことができる。前
記プロセッサは、特定のホスト・デバイスに一度接続された前記特定のホスト・デバイス
の動作を制御し、前記ディスプレイは、特定のホスト・デバイスに関連するコンテントを
表示することができる。
【０００７】
　本発明の２つ目の実施形態では、モジュラ通信システムは、プロセッサ及びメモリに接
続されたトランシーバ、前記プロセッサに接続されたインターフェイス・ブロック、及び
前記プロセッサに接続された第１のインターフェイス・ブロック、を有するモジュラ通信
モジュールと、電源、ユーザ・インターフェイス、及び第２のインターフェイス・ブロッ
クを有するホスト・デバイスと、を含むことができる。前記ホスト・デバイスは、異なる
ユーザ・インターフェイスを有する複数のホスト・デバイスの一つであり得、前記プロセ
ッサは、前記第１のインターフェイス・ブロックが特定のホスト・デバイスの第２のイン
ターフェイス・ブロックを認識するときに、異なるユーザ・インターフェイスを制御する
ことができる。前記複数のホスト・デバイスの中の特定のホスト・デバイスが、ストレー
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ト型携帯電話、折りたたみ型携帯電話、腕時計型通信機、カメラ電話、ビデオ電話、ｑｗ
ｅｒｔｙキーボードつきのホスト・デバイス、ペンダント型ホスト・デバイス、ＭＰ３プ
レーヤ・スポーツ・デバイス、心拍数モニタ、ゲーム・コントローラ・ホスト、玩具、乳
母車、ベビーベッドである可能性がある。
【０００８】
　本発明の３つ目の実施形態では、脱着可能な通信モジュールは、異なるユーザ・インタ
ーフェイスを有する、複数の異なるホスト・デバイスを操作及び制御するためにプログラ
ムされたプロセッサを有する無線通信トランシーバと、複数のホスト・デバイスの中の少
なくとも一つを検出するためのプロセッサに接続されたインターフェイス・ブロックと、
を含むことができる。前記脱着可能な通信モジュールは、該脱着可能な通信モジュール及
び前記複数のホスト・デバイスの中の、特定のホスト・デバイスに関連する情報を表示す
るためのプロセッサに接続される表示デバイスを更に含む。前記表示デバイスは、ディス
プレイ、スピーカ、又は他の表示デバイスである。前記ホスト・デバイス各々は、前記脱
着可能な通信モジュールのインターフェイス・ブロックに接続するためのインターフェイ
ス・ブロックを含むことができる。
【０００９】
　本発明の４つ目の実施形態では、プロセッサに接続される第１インターフェイス・ブロ
ック及びトランシーバを有するモジュラ通信モジュールに接続するためのホスト・デバイ
スは、電源、前記電源に接続されたユーザ・インターフェイス、及び第２インターフェイ
ス・ブロックを含むことができる。前記第１インターフェイス・ブロックが前記第２ホス
ト・デバイスの第２インターフェイス・ブロックを認識するとき、前記ホスト・デバイス
は、前記プロセッサによって制御される異なるユーザ・インターフェイスを有する複数の
ホスト・デバイスの中の一つである。
【００１０】
　更に他の実施形態では、複数の異なるホスト・デバイス間でモジュラ無線通信モジュー
ルを再利用する方法は、第１ユーザ・インターフェイスを有する第１ホスト・デバイスに
、前記モジュラ無線通信モジュールを選択的に接続する段階と、前記モジュラ無線通信モ
ジュール内のプロセッサが前記第１ホスト・デバイス及び前記ユーザ・インターフェイス
を制御可能にするように前記第１ホスト・デバイスを認識する段階を含むことができる。
前記方法は更に第２ユーザ・インターフェイスを有する少なくとも第２のホスト・デバイ
スに、前記モジュラ無線通信モジュールを選択的に接続する段階及び、前記モジュラ無線
通信モジュール内の前記プロセッサを利用可能にするために第２ホスト・デバイスを認識
して、前記第２ホスト・デバイス及び第２ユーザ・インターフェイスを制御する段階を更
に含むことができる。第１及び第２のホスト・デバイス及び各々のユーザ・インターフェ
イスは、各々異なって出現及び機能してもよいことに注意されたい。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　図１を参照すると、モジュラ通信システム１０のブロック図が示される。このシステム
１０は、モジュラ通信モジュール又は脱着可能な通信モジュール１２及びホスト・デバイ
ス３０を含むことができる。脱着可能な通信モジュール１２は、例えば、従来の携帯電話
、双方向トランキング無線、家庭用コードレス電話、双方向ページング・デバイス、又は
モトローラ社のｉＤＥＮ電話のような無線周波数（ＲＦ）モジュール１３、又はその他任
意の無線デバイスを含むことができる。前記ＲＦモジュールは、エンコーダ、及び送信機
だけでなく、脱着可能な通信モジュール１２に送信された情報を受信し、復号化するため
の受信機及びデコーダを含むことができる。前記脱着可能な通信モジュール１２は、アン
テナ１１、マイクロ・プロセッサのようなプロセッサ１４及びメモリ２０を更に含むこと
ができる。前記脱着可能な通信モジュール１２はまた、デジタル信号プロセッサ１６、デ
ィスプレイのような表示機１８、及び位置探知に利用できるＧＰＳ受信機２２をオプショ
ンで含むことができる。前記ディスプレイはグラフィカル・ユーザ・インターフェイス・
プログラム又はドライバに接続され得る（図示せず）。前記モジュール１２は、インター
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フェイス・ブロック２４を更に含むことができる。
【００１２】
　再び図１を参照すると、ホスト・デバイス３０は、例えば、ストレート型携帯電話、折
りたたみ型携帯電話、腕時計型通信機、カメラ電話、ビデオ電話、ｑｗｅｒｔｙキーボー
ドつきのホスト・デバイス、ペンダント型ホスト・デバイス、ＭＰ３プレーヤ・スポーツ
・デバイス、心拍数モニタ、ゲーム・コントローラ・ホスト、玩具、乳母車、ベビーベッ
ドのいずれの製品でもあり得る。前記ホスト・デバイス３０は電池のような電源３６、ユ
ーザ・インターフェイス３４、及び脱着可能な通信モジュール１２のインターフェイス・
ブロックと接続するための第２のインターフェイス・ブロック４６を含むことができる。
前記ホスト・デバイスは、異なるユーザ・インターフェイスを有する複数のホスト・デバ
イスの一つであってもよく、モジュール１２の前記プロセッサ（及びオプションで前記Ｄ
ＳＰ１６）は前記第１のインターフェイス・ブロック２４が特定のホスト・デバイスの第
２のインターフェイス・ブロック４６を認識するときに、異なるユーザ・インターフェイ
スを制御することができる。前記ホスト・デバイス３０は、スピーカ３１２及びマイクロ
フォン３３と接続されるオーディオ・モジュール３２のような出力及び／又は入力デバイ
スをオプションで含むことができる。前記ホスト・デバイスはまた、取り外し可能なメモ
リ３８、アクセサリ・インターフェイス４０及び例として、デジタルカメラ４３又はＭＰ
３プレーヤ４４のような複数のアクセサリをオプションで含むことができる。
【００１３】
　故に、これまで説明してきたように、脱着可能な通信モジュール１２はモジュラ通信シ
ステムの核となる機能を提供し、インターフェイス・モジュール・デバイス（カメラ、ゲ
ーム機、電話、ＭＰ３プレーヤ、等）のいずれにも通信能力を提供するエンジンとして考
えることができ、前記エンジン用の異なる筐体に対して有効である。前記脱着可能な通信
モジュール１２は、ユーザの好み、ライフスタイル、又は該ユーザが実行している特別な
活動に適合し得る。モジュール化できる核となる機能に対して２重にコストをかけるので
はなく、一つの核となるデバイスが複数のホスト・デバイス又はアクセサリで利用される
ために装着される。
【００１４】
　図２～図１３を参照すると、ユーザが特定の時間又は活動に対して利用したいどのアク
セサリ又はホスト・デバイスにも、脱着可能な通信モジュール５０は簡単に装着される。
前記モジュール５２はオプションのディスプレイ５４及び外部又は内部アンテナ５６を有
する筐体５２に含めることができる。前記モジュール５０はまた、インターフェイス５８
をも含んでよい。前記通信モジュール５０に高価な部品を備えることにより、ユーザは各
デバイスにおけるＬＣＤ、ＲＦチップ、ＤＳＰ、アンテナ、メモリ、又は他の核となる部
品に対する代価を払わない。電池もホスト・デバイス内に備えることができるので、他の
アクセサリを利用しているときに充電することができ、ユーザが使いたいときのための準
備ができる。図３～図１３で図示された脱着可能な通信システムは、単に前記モジュール
５０が利用できる数多くの構成のいくつかの例に過ぎない。
【００１５】
　図３に示されるストレート型の無線機は、ユーザ・インターフェイス１０６とモジュー
ル５０のインターフェイス・ブロック５８とを接続するための、インターフェイス・ブロ
ック１０４を有するホスト部分を含むことができる。前記ユーザ・インターフェイス１０
６は、電話で通常利用される多くの機能のための複数キーパッド及びキーを含むことがで
きる。電話の別構成は図４に示される。折りたたみ型無線機１１０は、ユーザ・インター
フェイス１１６とモジュール５０のインターフェイス・ブロック５８とを接続するための
、インターフェイス・ブロック１１４を有するホスト部分１１２を含むことができる。前
記ユーザ・インターフェイス１１６もまた、電話で通常利用される多くの機能のための複
数キーパッド及びキーを含むことができる。
【００１６】
　図５を参照すると、腕時計型無線機１２０は、ユーザ・インターフェイス１２６とモジ
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ュール５０のインターフェイス・ブロック５８とを接続するための、インターフェイス・
ブロック１２４を有するホスト部分を含むことができる。前記インターフェイス１２６は
、時刻を表示する、又は前記腕時計型無線機１２０のモードを変えるための、又は該腕時
計型無線機１２０の通信機能を操作するためのキーを含むことができる。同様にして、図
６はユーザ・インターフェイス１３６とモジュール５０のインターフェイス・ブロック５
８とを接続するための、インターフェイス・ブロック１３４を有するホスト部分を含む、
カメラ又はビデオを図示する。前記ユーザ・インターフェイス１３６は、カメラ電話又は
ビデオ電話１３０を操作するための、又はカメラ電話又はビデオ電話１３０の通信機能を
操作するためのキーを含むことができる。
【００１７】
　図７を参照すると、ＱＷＥＲＴＹキーボード付きホスト・デバイス１４０はユーザ・イ
ンターフェイス１４６とモジュール５０のインターフェイス・ブロック５８とを接続する
ための、インターフェイス・ブロック１４４を有するホスト部分を含むデバイスを図示す
る。前記ユーザ・インターフェイス１４６は通信機能、又は前記ホスト・デバイス１４０
の他の機能を操作するためのキー又はキーパッドを含むことができる。図８を参照すると
、ペンダント型ホスト・デバイス１５０は、ユーザ・インターフェイス１５６とモジュー
ル５０のインターフェイス・ブロック５８とを接続するための、インターフェイス・ブロ
ック１５４を有するホスト部分を含む。同様にして、図９に示されるゲーム・ホスト・デ
バイス１６０は、ユーザ・インターフェイス１６６とモジュール５０のインターフェイス
・ブロック５８とを接続するための、インターフェイス・ブロック１６４を有するホスト
部分を含む。
【００１８】
　図１０を参照すると、ＭＰ３プレーヤ１７０は、前記プレーヤの様々な部分を収める複
数のインターフェイス、ポート、及び／又はクレイドルを有するホスト部分又はキャリア
１８０を含むことができる。例えば、前記キャリア１８０上のポート又はクレイドル１７
８は、独立型のＭＰ３プレーヤ１７２を収めることができる。他のポート６２は脱着可能
な通信モジュール５０を収めることができる。前記キャリア１８０はまた、イヤホン１８
４を差し込むためのポート１８２をも含むことができる。更に他の構成では、図１１で示
されるように、前記モジュール５０は心拍数モニタ２０２に接続され、心拍数モニタ無線
機２００を形成する。前記ホスト・デバイス２０２は、前記もジュール５０のインターフ
ェイス・ブロック５８に接続するためのインターフェイス２０４と、心臓を監視するため
の電極と、監視及び心拍数監視無線機２００の通信機能を操作するためのユーザ・インタ
ーフェイスとを有することができる。
【００１９】
　上に記載したように、可能なホスト・デバイスの構成は多数にわたる。更に、モジュラ
通信モジュールの概念はまた、従来考えられてきたエレクトロニクスを必ずしも必要とし
ない他のデバイスの利用にも適用できることに注意されたい。玩具はそのようなカテゴリ
の製品の代表例である。特に、子供たちの親は、子供の位置を追跡したり、行方不明にな
った子供の位置を知るために子供たちと遠隔地で通信をする必要性を認識している。子供
に携帯電話を与えて持たせたり、子供に追跡用リスト・ブレスレット型デバイスを装着さ
せるのではなく、ここでの実施形態を利用する子供の玩具の中に、通信機能を設置するこ
とができる。ユーザは玩具に電子モジュールを簡単に装着し、且つ脱着することができる
。子供の成長に従って、ユーザは古い玩具から通信モジュールを取り外し、新しい玩具に
設置することができる。子供はおそらく、興味があるわけではない単なる電話よりもむし
ろ、より玩具を持ち歩くようになるであろう。
【００２０】
　本発明の他の実施形態では、前記脱着可能な通信モジュールは、出産から大人になるま
で特定のユーザによって利用される可能性がある。幼児から始まって、図１２に示される
ように、ホスト・デバイスとして機能するベビーベッド２５５は脱着可能な通信モジュー
ル５０を装備して、前記モジュールにシステム２２０における赤ん坊モニタとして機能す
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ることが可能である。前記モジュール５０はまた、図１３に示されるように、乳母車に、
該乳母車上での教育及び娯楽システム２３０のためのインターフェイスになり得る。子供
の成長に従って親は異なる年齢向けの玩具に、或いはその日の好きな玩具に前記モジュー
ルを差し込むことができる。前記玩具は、ユーザ・インターフェイスと、電池と、オーデ
ィオ又は表示装置とを備えていてよい。このようにして、複数の玩具に高価なエレクトロ
ニクスは重なることはなく、技術は子供と共に成長する。
【００２１】
　図１４～図１６を参照すると、脱着可能な通信モジュール２５０を利用する、ディスプ
レイ２５２を有する玩具の実施形態が示される。異なるテーマの置物又は人形で利用する
ことができる。例えば、置物３００は警察官、置物４００は消防官、そして置物５００は
フットボール選手であってもよい。通信モジュール２５０を挿入することにより、ユーザ
は置物の形の子供の玩具を、又はテディーベア（登録商標）さえも、ウオーキートーキー
（登録商標）又は携帯電話に変換する。子供は玩具と共に遊ぶので、その子供は従来の電
話を持ち運ぶ必要が無い。前記通信モジュール２５０は、特定の時間又は活動で子供が利
用したいどの玩具とも簡単に接続する。通信モジュール２５０により高価な部品を保持す
ることにより、ユーザは各玩具のＬＣＤ、ＲＦチップ、等を有するもののために金を払わ
ない。
【００２２】
　図１７を参照すると、複数の異なるホスト・デバイス間でモジュラ無線通信モジュール
を再利用する方法７００を図示する、フローチャートが示される。前記方法は、第１ユー
ザ・インターフェイスを有する第１ホスト・デバイスに、前記モジュラ無線通信モジュー
ルを選択的に接続する段階７０２と、前記モジュラ無線通信モジュール内のプロセッサが
前記第１ホスト・デバイス及び前記ユーザ・インターフェイスを制御可能となるように、
前記第１ホスト・デバイスを認識する段階７０４を含むことができる。前記方法は更に第
２ユーザ・インターフェイスを有する少なくとも第２のホスト・デバイスに、前記モジュ
ラ無線通信モジュールを選択的に接続する段階７０６及び、前記モジュラ無線通信モジュ
ール内の前記プロセッサが前記第２ホスト・デバイス及び第２ユーザ・インターフェイス
を制御可能になるように、第２ホスト・デバイスを認識する段階７０８を更に含むことが
できる。第１及び第２のホスト・デバイス及び各々のユーザ・インターフェイスは、各々
異なって出現及び機能してもよいことに注意されたい。
【００２３】
　前述の記載を踏まえて、本発明に従う実施形態は、ハードウェア、ソフトウェア、又は
ハードウェア及びソフトウェアの組み合わせで実現することができる。本発明に従う通信
システム又はデバイスは、一つのコンピュータ・システムまたはプロセッサの中央集権化
された方法でも、異なる要素が、幾つかの相互接続されたコンピュータ・システム又は（
マイクロ・プロセッサ及びＤＳＰのような）プロセッサに拡がっている、分散化された方
法でも実現することができる。任意の種類のコンピュータ・システム、又はここで記載さ
れた機能の実行に適した他の機器が適する。ハードウェア及びソフトウェアの典型的な組
み合わせは、呼び出されて実行されたとき、ここで記載された機能を実行するコンピュー
タ・システムを制御するコンピュータ・プログラムを伴う一般的な目的のコンピュータ・
システムである。
【００２４】
　加えて、上の記載は例示のみを目的とすることが意図されており、添付した請求項に記
載されている場合を除き、いかなる本発明の制限をも意図してはいない。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明に従うモジュラ通信システムのブロック図。
【図２】本発明に従うモジュラ通信システム又は脱着可能な通信モジュールの図。
【図３】本発明に従うストレート型無線機と共に利用される、図２の脱着可能な通信モジ
ュールの図。
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【図４】本発明に従う図２の脱着可能な通信モジュールと共に利用されることが可能な折
りたたみ型携帯電話の図。
【図５】本発明に従う腕時計と共に利用される、図２の脱着可能な通信モジュールの図。
【図６】本発明に従うカメラ電話又はビデオ電話と共に利用される、図２の脱着可能な通
信モジュールの図。
【図７】本発明に従うｑｗｅｒｔｙキーボードが構成されるホスト・デバイスと共に利用
される、図２の脱着可能な通信モジュールの図。
【図８】本発明に従うペンダント型ホスト・デバイスと共に利用される、図２の脱着可能
な通信モジュールの図。
【図９】本発明に従うゲーム用ホスト・デバイスと共に利用される、図２の脱着可能な通
信モジュールの図。
【図１０】本発明に従うＭＰ３ホスト・デバイスと共に利用される、図２の脱着可能な通
信モジュールの図。
【図１１】本発明に従う心拍数モニタホスト・デバイスと共に利用される、図２の脱着可
能な通信モジュールの図。
【図１２】本発明に従うホスト・デバイスとしてのベビーベッドと共に利用される、図２
の脱着可能な通信モジュールの図。
【図１３】本発明に従うホスト・デバイスとしての乳母車と共に利用される、図２の脱着
可能な通信モジュールの図。
【図１４】本発明に従うホスト・デバイスとしての警察官の玩具の人形と共に利用される
、図２の脱着可能な通信モジュールの図。
【図１５】本発明に従うホスト・デバイスとしての消防官の玩具の人形と共に利用される
、図２の脱着可能な通信モジュールの図。
【図１６】本発明に従うホスト・デバイスとしてのフットボール選手の玩具の人形と共に
利用される、図２の脱着可能な通信モジュールの図。
【図１７】本発明に従う複数の異なるホスト・デバイス間で、モジュラ無線通信モジュー
ルを再利用する方法を描いたフロー図。
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